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5. 新しい研究展開のためのユニット像や
期待すること



想定するユニットでの活動形態

同じ人

ユニット内で、複数の小グループ『チーム』をテーマごとに形成
実験・観測・解析・理論・シミュレーション・モデル・制御をパッケージ

他のユニット

ユニット



2. 想定される具体的テーマ例



TG2の主要テーマ(案）
乱流の位相空間相互作用

• High-k, low-k間のカップリング
• ゾーナルフロー+乱流
• 加熱・高エネルギー粒子による速度空間歪
• etc.

乱流の実空間相互作用
• 乱流伝播 Turbulence spreading (空間相互作用）
• シーソー現象、周辺改善+コア劣化
• 特殊な圧力勾配、温度勾配(temperature holeとか）時の乱流
• etc.

デタッチ, H-mode, ITB,トリガー機構,トポロジー遷移などの乱流目線での研究
純H2での乱流実験



研究テーマ(案)

• TG2として、所内外で協力
して推進

成果は、
核融合プラズマ分野にとどめず、
一般プラズマ(宇宙等）、および
中性流体乱流等 へと展開

<ベース>



3. 非平衡・非線形科学における核融合プ
ラズマならではの強み (cf. 楕円の焦点)








	乱流物理研究ユニット
	5. 新しい研究展開のためのユニット像や期待すること
	想定するユニットでの活動形態
	2. 想定される具体的テーマ例 
	TG2の主要テーマ(案）
	研究テーマ(案)
	3. 非平衡・非線形科学における核融合プラズマならではの強み (cf. 楕円の焦点)
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10

